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<

１
．
は
じ
め
に>

 

読
者
の
方
々
は
、
「
中
小
企
業
」i
と
い
え
ば
ど
の

よ
う
な
印
象
を
持
た
れ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
例
え
ば
、

家
族
経
営
の
零
細
企
業
を
想
像
さ
れ
る
だ
ろ
う
か
。

い
や
世
界
と
伍
す
る
技
術
を
持
つ
よ
う
な
企
業
を
想

定
さ
れ
る
だ
ろ
う
か
。
も
し
前
者
を
想
定
さ
れ
る
な

ら
、
中
小
企
業
政
策
も
倒
産
を
延
命
さ
せ
る
よ
う
な

救
済
的
政
策
と
な
る
だ
ろ
う
。
も
し
後
者
を
想
定
さ

れ
る
な
ら
、
成
長
を
支
援
す
る
よ
う
な
政
策
に
な
る

だ
ろ
う
。 

現
実
の
中
小
企
業
基
本
法
の
分
類
に
よ
れ
ば
日
本

の
企
業
の
ほ
と
ん
ど
が
中
小
企
業
で
あ
る
。
中
小
企

業
数
は
約
四
百
三
十
三
万
社
、
全
企
業
数
に
占
め
る

割
合
は
九
九.

七
％
に
上
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
「
中
小

企
業
政
策
」
と
い
え
ば
成
長
支
援
か
ら
倒
産
回
避
ま

で
を
目
的
と
し
た
総
花
的
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。 

こ
の
よ
う
な
総
花
的
な
施
策
を
実
行
す
る
た
め
に

は
多
く
の
資
源
が
必
要
で
あ
る
が
、
現
実
の
中
小
企

業
政
策
の
担
い
手
は
む

し
ろ
、
資
源
の
少
な
い
地

方
自
治
体
の
役
割
が
近

年
拡
大
さ
れ
る
傾
向
に

あ
る
。
一
九
九
九
年
に
お

け
る
中
小
企
業
基
本
法

の
改
正
に
お
い
て
、
旧
中

小
企
業
基
本
法
は
地
方

自
治
体
の
役
割
を
「
国
の
施
策
に
準
じ
て
施
策
を
講

じ
る
」
存
在
と
定
義
し
て
い
た
が
、
新
基
本
法
に
お

い
て
は
「
地
方
公
共
団
体
は
基
本
理
念
に
の
っ
と
り

国
と
の
適
切
な
役
割
分
担
を
踏
ま
え
て
…
施
策
を
策

定
し
、
及
び
実
施
す
る
責
務
を
有
す
る
」
と
定
義
さ

れ
、
地
方
自
治
体
に
中
小
企
業
に
対
す
る
施
策
を
策

定
・
実
施
す
る
責
務
が
あ
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
た
。

こ
れ
に
対
し
て
苦
し
い
財
政
の
中
、
負
担
が
地
方
に

丸
投
げ
さ
れ
た
と
い
う
批
判
が
な
さ
れ
る
か
も
し
れ

な
い
。
し
か
し
、
現
場
の
中
小
企
業
か
ら
距
離
が
最

も
近
い
の
は
地
方
自
治
体
で
あ
る
し
、
企
業
倒
産
な

ど
か
ら
起
こ
る
雇
用
減
少
な
ど
の
影
響
が
直
に
現
れ

る
の
は
地
方
自
治
体
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
地
方

自
治
体
は
ま
す
ま
す
限
ら
れ
て
い
く
予
算
の
中
で
、

効
率
的
な
中
小
企
業
政
策
を
実
行
し
、
効
果
を
出
す

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。 

以
下
で
は
、
国
や
都
道
府
県
に
比
較
し
低
予
算
に

も
か
か
わ
ら
ず
地
方
自
治
体
の
メ
リ
ッ
ト
を
活
か
し

た
中
小
企
業
政
策
メ
ニ
ュ
ー
や
体
制
を
構
築
し
た
例

と
し
て
、
大
阪
府
八
尾
市
を
取
り
上
げ
、
実
際
の
政

策
形
成
過
程
や
政
策
体
制
の
整
備
な
ど
に
つ
い
て
分

析
し
た
い
。 

 

<

２
．
八
尾
市
の
概
要>

 

八
尾
市
は
大
阪
府
南
東
部
に
位
置
し
面
積
約
四
十

二
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
人
口
約
二
十
七
万
人
の
特

例
市
で
あ
る
。
隣
接
す
る
大
阪
市
、
東
大
阪
市
と
と

と
も
に
、
東
大
阪
地
域
の
産
業
集
積
の
一
角
を
な
し

て
い
る
。
八
尾
市
の
抱
え
る
、
製
造
業
事
務
所
は
三

千
三
百
（
全
国
市
町
村
別
第
九
位
）、
製
造
業
従
業
員

数
約
三
万
九
千
人(

全
国
市
町
村
別
第
二
十
三
位
）
、

出
荷
額
一
兆
円
強
（
全
国
市
町
村
別
第
四
十
七
位
）ii

と
い
う
よ
う
に
、
と
り
わ
け
そ
の
事
務
所
の
集
積
数

は
日
本
で
も
有
数
で
あ
る
。
主
な
工
業
製
品
は
、
事

業
所
数
か
ら
み
る
と
一
位
が
金
属
製
品
製
造
業
で
あ

り
、
二
位
が
一
般
機
械
器
具
製
造
業
、
三
位
が
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
製
品
製
造
業
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
見
ら
れ

る
よ
う
に
基
盤
製
造
産
業
に
強
い
と
い
う
特
徴
を
持

っ
て
い
る
。 

こ
の
よ
う
な
全
国
有
数
の
産
業
集
積
を
誇
る
八
尾

市
で
あ
る
が
、
他
の
産
業
集
積
地
と
同
様
に
近
年
工

場
数
の
減
少
が
進
む
。
例
え
ば
、
図
１
に
見
ら
れ
る

よ
う
に
、
過
去
十
五
年
間
に
わ
た
り
、
製
造
業
事
業

所
数
、
従
業
員
数
は
低
下
傾
向
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
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る
。 

 <

３
．
八
尾
市
に
お
け
る
中
小
企
業
政
策>

 

八
尾
市
に
お
け
る
中
小
企
業
政
策
は
図
２
に
見
る

よ
う
に
、
こ
こ
十
年
で
急
速
に
整
備
さ
れ
て
き
た
。

そ
の
中
で
も
と
り
わ
け
注
目
し
た
い
点
が
「
産
業
振

興
会
議
」
「
中
小
企
業
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
「
八
尾

市
産
業
振
興
課
」
の
三
者
で
あ
る
。 

ま
ず
「
産
業
振
興
会
議
」
は
、
学
術
経
験
者
、
市

民
、
商
工
業
者
を
委
員
と
し
た
施
策
提
言
の
場
で
あ

る
。
こ
こ
で
、
行
政
と
市
民
・
商
工
業
者
と
の
双
方

向
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
つ
つ
、
コ
ン
セ

ン
サ
ス
を
得
な
が
ら
八
尾
市
に
対
し
て
施
策
提
言
が

行
わ
れ
る
。
過
去
の
八
尾
市
の
中
小
企
業
施
策
の
多

く
が
こ
の
産
業
振
興
会
議
を
経
て
行
わ
れ
た
。 

こ
の
産
業
振
興
会
議
か
ら
出
発
し
た
主
な
企
画
と

し
て
、
中
小
企
業
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
設
置
も
含

め
以
下
の
も
の
が
あ
る
。 

① 

八
尾
市
製
造
業
に
関
す
る
実
態
調
査 

② 

八
尾
市
内
の
製
造
業
・
生
産
財
卸
売
業
の
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
化 

③ 

国
や
府
の
中
小
企
業
支
援
制
度
の
学
習
会 

④ 

異
業
種
交
流
グ
ル
ー
プ
の
結
成 

⑤ 

産
官
学
連
携
セ
ミ
ナ
ー 

⑥ 

中
小
企
業
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
設
置 

⑦ 

小
中
学
生
向
け
て
の
体
験
講
座
・
出
前
授
業 

 

次
に
「
中
小
企
業
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
は
二
〇

〇
二
年
に
設
置
さ
れ
、
中
小
企
業
の
た
め
の
一
元
的

な
相
談
窓
口
と
し
て
の
業
務
を
行
っ
て
い
る
。
セ
ン

タ
ー
に
は
民
間
企
業
出
身
者
や
技
術
研
究
者
な
ど
の

多
様
な
専
門
分
野
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
六
名
を
揃

え
、
経
営
相
談
・
情
報
提
供
業
務
、
技
術
相
談
・
技

術
課
題
解
決
の
た
め
の
専
門
機
関
へ
の
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
ト
、
研
修
・
セ
ミ
ナ
ー
の
実
施
、
産
学
連
携
の
事

務
局
と
し
て
の
業
務
を
行
っ
て
い
る
。 

「
八
尾
市
産
業
振
興
課
」
は
、「
中
小
企
業
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
」
が
個
別
の
企
業
に
対
す
る
サ
ポ
ー
ト

を
行
う
の
に
対
し
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
博
や
、

も
の
づ
く
り
受
注
商
談
会
な
ど
の
中
小
企
業
全
体
に

対
す
る
「
面
」
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
特
色
と
し

年月 事項 

1998年5月 

1999年3月 

1999年9月 

2000年2月 

2000年6月 

2001年4月 

2002年6月 

産業振興会議設置 

「八尾市製造業に関する実態調査」報告書作成 

八尾ものづくりネット配信開始 

産業振興アドバイザー制度設置 

公的制度の学習会開始 

中小企業基本条例施行 

八尾市中小企業サポートセンター設置 

図２ 八尾市中小企業政策の流れ 
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て
は
職
員
の
産
業
振
興
課
へ
の
配
属
を
職
員
公
募
に

よ
っ
て
実
施
す
る
こ
と
や
、
退
職
し
た
職
員
を
再
雇

用
す
る
な
ど
の
施
策
を
と
っ
て
い
る
点
が
挙
げ
ら
れ

る
。
ま
た
、
職
員
が
政
府
の
施
策
の
方
向
性
を
つ
か

み
つ
つ
、
専
門
性
を
構
築
す
る
た
め
に
、
近
畿
経
済

産
業
局
へ
の
職
員
研
修
派
遣
を
実
施
す
る
な
ど
、
職

員
の
能
力
向
上
に
努
め
て
い
る
。 

こ
れ
ら
「
産
業
振
興
会
議
」「
中
小
企
業
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
」「
八
尾
市
産
業
振
興
課
」
の
三
者
が
中
心

と
な
り
八
尾
市
の
産
業
政
策
の
担
い
手
と
な
っ
て
い

る
。 

 

<

４
．
八
尾
市
中
小
企
業
政
策
へ
の
評
価>

 

 

八
尾
市
に
お
け
る
製
造
業
の
出
荷
額
は
、
中
小
企

業
施
策
が
本
格
化
し
て
き
た
二
〇
〇
三
年
度
あ
た
り

か
ら
上
昇
し
て
き
て
い
る
。
中
小
企
業
の
業
績
は
、

外
部
経
済
環
境
な
ど
に
も
影
響
を
受
け
る
た
め
、
八

尾
市
中
小
企
業
政
策
の
評
価
に
つ
い
て
は
更
な
る
検

証
が
必
要
で
あ
る
が
、
中
小
企
業
政
策
の
プ
ロ
セ
ス

に
つ
い
て
は
以
下
の
点
が
評
価
で
き
る
。 

① 

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
に
基
づ
い
た
立
案
・
施
策 

② 

多
様
な
ア
ク
タ
ー
を
巻
き
込
ん
だ
施
策 

③ 

市
民
・
中
小
企
業
と
行
政
間
で
の
双
方
向
で
の

政
策
形
成 

  

①
に
つ
い
て
は
、
八
尾
市
は
一
連
の
施
策
を
行
う

前
に
市
内
製
造
業
に
対
す
る
調
査
を
行
っ
て
い
る
。

こ
の
調
査
の
結
果
、
八
尾
市
で
は
製
造
企
業
数
が
多

い
も
の
の
、
地
域
内
で
の
企
業
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、

連
携
、
分
業
が
不
足
し
て
い
る
と
指
摘
さ
れ
た
。
こ

の
よ
う
な
問
題
点
を
発
見
、
確
認
し
た
う
え
で
そ
の

後
の
施
策
を
行
っ
て
き
た
と
い
う
経
緯
が
あ
る
。 

 

②
に
お
い
て
は
、
産
業
振
興
会
議
に
お
い
て
住
民
、

中
小
企
業
、
国
や
学
術
経
験
者
な
ど
多
様
な
主
体
か

ら
意
見
を
聴
取
し
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ

れ
に
よ
っ
て
大
学
と
の
産
官
学
連
携
や
、
国
の
産
業

振
興
制
度
を
活
用
す
る
な
ど
、
八
尾
市
当
局
が
持
た

な
い
外
部
資
源
を
う
ま
く
活
用
で
き
る
体
制
を
整
え

て
い
る
。
ま
た
、
中
小
企
業
に
も
体
験
講
座
や
中
学

校
へ
の
出
前
授
業
な
ど
次
世
代
を
育
て
る
一
定
の
責

任
を
課
し
て
い
る
。 

 
③
に
関
し
て
は
市
民
や
中
小
企
業
を
巻
き
込
ん
で

議
論
を
行
え
る
産
業
振
興
会
議
、
相
談
窓
口
と
し
て

の
中
小
企
業
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
、
な
ど
行
政
側
が

市
民
や
中
小
企
業
と
定
期
的
に
関
わ
る
こ
と
が
で
き

る
存
在
を
抱
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。 

 

こ
れ
ら
の
三
点
は
、
「
中
小
企
業
と
の
距
離
が
近

い
」
と
い
う
地
方
自
治
体
の
メ
リ
ッ
ト
を
活
用
し
て

い
る
。
八
尾
市
に
お
い
て
は
行
政
だ
け
が
政
策
主
体

で
な
く
、
中
小
企
業
や
市
民
を
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て

巻
き
込
む
中
小
企
業
政
策
を
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
に

関
し
て
は
、
市
民
を
巻
き
込
む
こ
と
の
困
難
さ
、
事

業
の
監
視
・
体
系
化
な
ど
の
課
題
も
存
在
す
る
。
し

か
し
、
行
政
だ
け
で
な
く
、
中
小
企
業
・
市
民
も
ま

た
地
域
の
産
業
を
支
え
る
、
と
い
う
点
に
お
い
て
は

特
色
あ
る
試
み
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

も
ち
ろ
ん
、「
国
か
ら
地
方
へ
財
政
移
転
を
増
や
し

格
差
を
な
く
す
べ
き
だ
」
と
い
う
意
見
や
、「
中
小
企

業
政
策
に
お
け
る
国
の
役
割
、
地
方
自
治
体
の
役
割
」

に
つ
い
て
は
更
な
る
議
論
が
必
要
だ
。
し
か
し
、
今

後
は
地
方
自
治
体
も
、
市
民
や
中
小
企
業
を
巻
き
込

み
自
ら
の
創
意
工
夫
で
産
業
活
性
化
を
図
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
く
だ
ろ
う
。 

 
                                        

          

 
i 

中
小
企
業
基
本
法
の
定
義
に
よ
れ
ば
、
中
小
企
業
と

は
、
製
造
業
に
お
い
て
は
資
本
金
三
億
円
以
下
ま
た
は

常
時
雇
用
す
る
職
員
三
百
人
以
下
の
会
社
お
よ
び
従
業

員
数
三
百
人
以
下
の
個
人
企
業
を
指
す
。 

ii 

経
済
産
業
省
「
我
が
国
の
工
業
２
０
０
７
」
よ
り
。 

  

〃
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植
田
浩
史 

「
自
治
体
の
地
方
産
業
政
策
と
中
小
企
業

基
本
条
例
」
自
治
体
研
究
社 

２
０
０
７
年 

黒
瀬
直
弘 

「
中
小
企
業
政
策
」
日
本
経
済
評
論
社 

 
 

２
０
０
６
年 


